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Theeffectofearplugagainstnoiseisestablished.Theauthorobserved

theeffectofitin12maleworkersintheworkroom withnoiseof95phonnoise

levels,bymeansofbothenquetemethod(questionsandanswersmethod)andaudi-

ometer.Theresultsobtainedwereasfollows:

1) Itwasfoundbyenqu合temethodthathalfofthemcomplainedofneurotic

syndromeofear,btlttheearplugt,ookoffthesyndrome･Theworkers/answers

showthattherearemorebenefitsoftheearplugthanthefaultsofjt.

2) Byenquetemethod:twentysevenpercentoftheworkersadmitted

theywerehardofhearing; 18% ofthem havebeenoncecautionedaboutitby

others;and55% werenotconsciousofit.Also,manyearsofthemhadnormal

audiometricsensitivities,inotherwordsbyaudiometerhearinglossof90形 ofthe

earsliesunder20d.b.
(# )･Greathearingloss,however,wasobserved

inaworker,whohadlongservicethere.

3) TheaudiometriCsensitivitiesofthenormalearsfelloffafterworking

(intheevening)morethanbefore(inthemoming)atthepuretoneof500,1,000

and4,000cyclespersecond,whiletheearplugpreventedthem from fallingoffat

the4,000C.p.S.Itis.consideredfrom theseobseⅣationsanalysedstatistically

thatthenoisecausethelossofaudiometricsensitivity,i.e.hearingloss,butit

canbeprotectedwithearplugtosomeextent.Theauthor,however,couldnot

noticeanydifferencesamongallthesensitivitiesbeforethedailyworkingbythe

methodofstatisticalanalysis.Itisconsideredthatthepow.ereofhearing,lostafer

working,wasrecoveredbynextmorning.

4) Itwasconcludedthatinnoiselevelsevenunder100phon,theearplug

waseffectiveagainstnoisewithsomevalueforboththeneuroticsyndromeofear

andthehearingloss.
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第 1章 緒 論

騒音の生体に及ぼす影響については生理学的,心理学的に多数の報告を見,殊に聴器に関し

ては Wittmack,菅井の有名な業績以来多数有る｡更に第二次大戦以後は電気機器の発達によ

り益々その精細を究め基礎的,鋳床的に報告が増加している｡叉都市騒音の増大,或は労災補

償問題等と共に一般世人の関心も克まって来た｡而して職場(工場,交通横軌 オフィス等)騒

音としてみる時は職業性難聴,会話障碍,神経衰弱様症候,疲労等が問題となる｡

一方其の予防法は騒音源の除去乃至減弱が根本的であり,発生した騒音は遮音壁,吸音壁等

を用いて拡大を防ぐ事が多数識者 1)17)の認める所であるが,早急に実現は仲々困難であるo従

って古来より作業者自身に対する防護が考えられ,自発的に取 締等身辺の諸物を以て耳栓を

施 している状況である｡

之等綿栓については無効とする者(菅井,Sacche,恩地,木田等)辛,或る程度の効果を認め

ている者(岡島,俣軌 Davis,Ogden,土肥等)がある8'9)｡叉密艶 味ゴム,粘土等を用いる

と更に効果的であると云い9',動物実験で RuedilO),猿悶ll),石光12),西村5),捻野13)が相当

の効果を認めて居る｡然し人体では,近年益々騒音が強大になる傾向を有する反面,会話を障

碍 しない事等に関連して,舘,煉ゴム等を其僅用いる事は疑問の存する所である｡煉ゴム等は

有効な耳栓の材質に対する資料を単に提供する程度であると木田も述べている｡

然るに電子管測定器の発達に伴い,Fowlerが発見した C5-dipを特徴とする音響性外傷の聴

力図と,環境騒音の成分周波数との関係が明らかにせられるにつれて,音響学的考慮に基いた

防音具の研究は盛んになり5)14)15)16)17)19)20)21'23)37),故国でも諸種の耳栓(恩地式,広造式,労

研式,久留米大学式,セレクナン等)が考案或は市販されている｡

かゝる耳栓について.基礎的には恩地15',俣野16',畠18),岡本19'が耳栓の有効性を,武官20'21㌧

森岡22'23',土肥24),Zwislocki25',原口26)は無効性或は限鼎性を論じて居る｡即ち土肥,原口

は間接骨導を主張し,武官,Zwislocki,森岡等は耳栓の外耳道へ密着しない事及び材質構造等

から遮音性能の限界を認めて居る｡叉河田5'も耳栓装着は音響性外傷の保護が完全であるので

はなく,障碍を軽減せしめる一手段であるのに過ぎないと述べた｡

而して之を産業現場に応用した 報告 に土肥8),ogden27',Glorig28',執行2g',服部30),鈴

木31),太田32)等がある｡之等を通覧すると Glorigの如 く遮音能に限界を認める者も有るが,

鈴木が5カ月後に,Ogdenが6過後に,服部等は火器発射により直後,6時間,3週間後に,

他は1-2時間の観察から夫々有効性を認めて居る｡

以上の如 く音響学的考慮に基いた耳栓は,主 として難聴防止上から,其の防音効果を認めら

れる傾向にあるが,通常作業時間(8時間)を課した作業員自体に現れる効果は,両も100ホン

以下に於ては,何糧に見 られるであろうかo叉騒音による神経衰弱様症候との関係は如何であ

ろうかと云 う点に於ての解明は未だ不充分と思われる｡著者は此点に関し,ちらつき値に及ぼ

す影響は先に報告33)したが,今回も実験的観察を行い2,3の知見を得たので報告する｡

第 2華 美験方法並びに実験条件

第1節 被 験 者

昭和 31年1月某 Engine試験室(主調音 300-600cpsと 1200-2400cps,110-80ホン,

モ-ド値95ホン)34'の男子作業員12名を対象とした｡該宝は2つの建屋(以下A屋,B屋)よ
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り成る｡A屋作業員8名は勤続 1年乃至 16年であるが,騒音環境と思われる経験年数は金員

11カ月,年齢は19-36歳である｡B屋作業員3名は経験年数1年 2名 (28歳,40歳)と17年

(47歳)である｡

第 2節 耳に関する自覚症

難聴の自覚度と,職場を離れてからも有する耳に関する神経的訴えと, 耳栓装着時の悪い

息 良い点を三浦の方法3'により調査した｡

第3節 聴 力 検 査

現場設置の防音宝内で永島製 49-CAudiometerを用い作業前の気導聴力図を作成した｡叉

特定周波数を選び作業前後の聴力損失値を測定した｡その周波数は環境騒音成分,会話音域及

び音響性外傷にて注意しなければならない周波数等との関係と短時間に最大能率を挙げるには

Screeningtest方式を準用する為に 500,1000,4000cpsを用いた｡

第 4節 耳 栓

耳栓には武官 21)の云う如 く音響特性を有する物と有しない物とあるが,音響特性を有しない

物は必ずしも耳栓とする事なく他の防音具が優れ,音響特性を有するが故に耳栓の存在価値が

第 1図 各穣耳栓遮音度 単位 db 有ると思われる｡某所で現在我国で市販されて

る居る各種の内,共効と

思われる代表的な物を選び著者自らの装着による遮音試験(第1図)と装着感よりセレクトン

Kを採用した｡之は諸家の実験(武官 20',森岡37),山本38))に依ってもセレクT

･ンの防音効果,装着感等綜合的に優れて居る事は

認められる｡実験期はA屋金員に予め1週間耳

栓を装着させ,馴れたと思われる頃即ち昭和 31年 1月18日

より1週間とした｡装着方法は乱数表により無作為的に毎日抽出しA屋作業員を耳栓 装着群(以下装着群)と

耳栓非装着群(以下非装着群)に分け推計学的検討を行った｡侍耳鏡検査により両側鼓膜に

強度の所見を有する1名(20歳台経験1年)を除外し

た｡B屋3名は全期装着させる事なく観察した｡

第 1表 自 覚 的 聴 力 慶A 群1B群l 計

%例%例%例階

級
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第 3章 実 験 成 績

第1節 自覚症調査

日党的難聴度は,白党する者 3/12,他人に注意された 事の有る者 2/12を数えた｡此内会話が

差支えると云 う1名は17年経験である｡残 り半数は自覚していない(常1表)｡

第 2表 耳に関する神経的訴え

7 22 1 4 33.3 111 25

実

人 員総 見 6 55ll 職場を離れてから耳に関す

る神経的訴えを有する者は6名 (5

5%)あり.帰宅後難聴増強し睡眠障

碍を訴える者が其内半数である(第

2表)0耳栓装着時の批評は第3

表の如 くである｡即ち良い点では殆

ど全員が騒音減少を認め,耳鳴消失

,気分が楽になる,疲労感が無 くなると云

うのが 1/4-1/2に存する｡悪

い点は大多数が感じが悪い,話が聞

えないとし,すぐ抜ける,余 り効果が無い,面倒だと云うのは皆無である｡耳が痛いのが 1/4,エンジン

の調子が判らないのが 13%に存 ㌻る｡

第 3表 耳栓袋帯時 の悪い点 と良い点悪 い 点 l % l 良 い 点

l %1. 耳

が痛い2. す ぐぬけ

落 ちる3. 感 じが悪い

4. 余 り効

果がない5. 人 の話

が聞えない6. 面倒だ7. 汚れ てきたない

8. 其の他 (エンジンの調子 がわからない)

25

一
7 5

一
63

一
25

13

1
.
騒音が かなり小さ

くなる

2
.
やゝ小さくなる

3
.
耳な V等がなくな

る

4. 気分が楽になる

5. 疲労感が少 くなる

5

5

0

5

2

2

5

2

第2節聴力図

被験者11名22耳の聴力図は第2図に示すo
之を河田の分類

42'に従うと第4表の如く
,
A型

16耳72%
,
B型2耳9%
,
E型4耳18%である｡E
型の中1名2耳は鼓膜に所見を有する

者であり
,
B型中1名1耳は17年経験者であ る｡

大多数者に僅かの高音部障樽型C型を合併

して唐る｡

之を聴力平均値(C2+響+C5db)iり見ると
,
第5表の如く20db以下20耳(90%),
3a

db以下0耳
,
40db以下1耳(5%)
,
50db以下 1耳(5%)である｡

後者の2耳は17年経験

者を含むB屋作業員2名である｡
第3節作業前後の聴力

作業前後の最小可聴聞値差を各周波数毎に求めると第6
,
7
,
8表の如くでる｡
之を作業前値

が毎日異るか香かと
,
作業後如何程聴力が低下 す
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第 2図 金員のオーヂォグラム(両耳)

A 屋 群

-2CヱQiLoJOtoJ♭eps _.一一ヽ､_.-ートー一.＼ 一女:二＼

1h _.-.タ'_一と:::二二_｣′.
′▲二=さ_.

∠J/l l

l l l/}T 3371 PO PM /VOO LcLU 70′o 如 0 30A

OcFs /W 257, 370 3をC /eec ･

抑 e タfO カ9c cpqo 第 4表 聴力図分

額 (河田良)被 栓 者 L右耳l左

C

C

C

B

A

A

C

C
CAAA∫K

LB屋群第 5表
難聴皮 (C2+24C4+C5db)

デシベル
l
耳数1%

0

0
0

0

0

1

2
3

4

5

～

～～

～～ 0010111 5550

544計 22 100結果は次の如くである｡第1項 作 業 前 値毎

日の平均値は第9表の如 くで,一元配置法 によれば各周波数共に Fo<1となり,各日間に5%の危険率で有

意差を認めない｡之は各周波数共毎日作業前値が誤差の範囲内の動揺であると云える｡伐て金期を通

じ装着群,非装着群に分け (lo衷)一元配置法により検定すると,4000cpsはFo-普く1,1000cpsは F｡-3･68<F17
6-3･972(α-0･05),500cpsは F｡-1･69<F176-3.972

となり,何れも5%の危険率で有意差を認めない｡即ち両群共に各周波数について作業前値が同一

であると考えられる｡又B屋群と非装着群との推計学的検討を行 うと,4000cpsと 1000cpsには両群均斉性でなく

別の因子が含まれて居ると考えられる｡之は他日の解明に侠たねばならないであろう｡以

上よりB屋作業員の聴力は推計学的にも,A屋作業員の其れとは異質の群で有る事を知り,A屋作業員の聴力は金員毎日耳栓装着の有無に園せず作

業前値の動揺は誤差の範囲内であると知った｡第2項 作業後の聴力損失値装

着群,非装着群について作業後と作業前との差を求めた 平均値は第 11表の如 く,一元配置法で検定すると 4000cpsは F｡-10.5>
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第 6表 作巣後 と前の聴力差 (4000cps単位 db)

ほ
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第 7表 作業後 と前の聴力差 (1000cps単位 db)

群l 非 演 者 群 l 装 着 群 I B 屋

に
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第 8表 作業後 と前の聴力轟 (500cps単位 db)

を
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第 9表 A屋群作業前借 (bd)

第 10表 装着群非装着群B屋群の作業前借 (

bd)第 11表 聴覚疲労催 (bd)

一言--旦
E
褒着群
J
非-群
J
B屋群

7

4

7

5

.4

4

1

8

8

2

2

6

騒音の心理学的影響は幾多の研究が有

り
,
桐原の綜説
43)によると
,
80ホン程慶

で注意を質する作業能率が低下し始め
,
100ホンになるとそれが可成り甚しくな

ると共に不快感を伴い
,
此影響は作業の

テンポやリズムを乱し,
注意力の集中を

妨げ
,
精神的重圧を加え
,
作業能率を低

下せしめるものとされている｡叉
聴覚刺

戟がス1､レッサーになる事が知られてい

る44)-50)｡
騒音による障碍の自覚的訴え

については
,
庄司等が51)公害上から日常

生活の障樽
,
諸種の情緒的障碍
,
身体的

影響を調査して居るが
,
身体的に現れた

影響を見ても
,
60ホン以上に於て頭痛,
顔色が悪い
,
胸のどうき
,
耳痛と云う事

があるとo
武官52'は炭鉱穿孔作業者429

名車
,
喧喚感40%
,
耳鳴36%
,
弦畳14

形
,
耳閉塞感13%
,
過労後の耳鳴増11

%
,
神経衰弱棟症状9%
,
頭痛頭重感1

,%,
耳痛0
.
5%を認め
,
特に勤続年数5

年以下の者に5年以上の者より自覚的訴えの頻度が高いと｡三
浦3)は某自動車工場に於て225

名車
,
耳鳴72,%,
耳痛31%
,
夕方聞えが悪くなる42%有り
,
叉造船工場で177名車
.
頭痛

9%
,
耳鳴63%
,
耳痛4%
,
いらいら6%
,
夜不眠7%
,
聞えが悪くなる24%であったと,
即ち耳鳴
,
聞えが悪くなるが多く
,
其他神経症状も訴えて居り
,
障碍を訴えない者は25%で

ある
｡
著者も少数例ではあるが聞えが悪い
,
夜不眠耳鳴 と云うのが大部分で,

之等諸種の訴

えを有する者は約半数に及び同じ傾向を示している｡
然るに耳栓装着の結果
,
全員が騒音の小さくなる事を認め
,
耳鳴消失
,
気分が楽になる
,
痩

労感が無くなると云うのが大多数に及び
,
前述の神経症候の訴えが消失している｡
之は三浦3'

の調査と同じ傾向を示す｡土
肥8'も耳栓装着は個々の差異はあるが大体に於て良い成績をもたJ

らしていると思われるという｡
特に 著
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じが悪い,汚れてきたない,耳が痛いと云うのは耳栓の材質及び構造と個体感受性の問題であ

ろう｡之はすぐ抜けると云 う答の無い所に見られる構造上の良い特徴で償えるのではなかろう

かo此点に於て三瓶 土肥の調査 との相異は,プラスチックと人造ゴムと云 う材質並びに構造

上の相異に依るものであると考えられる.但しエンジンの調子がわからなく作業上の危険性を

述べた事は鈴木31'が炭鉱内で落盤を予知し得ない危険性を作業員が感ずると云う報告,土肥8)

が作業中の危険又は不安を感ずる者が一部有ると述べているのと同じく耳栓のみでなく防音具

仝股に関し如何に解決するか今後の研究に侠たねばならない｡

第2節 聴力について

Audiogram 上大多数がA型(正常)であるが,高音障碍型の傾向の見られる事は,95ホンの

騒音袖にある影響であって諸家の報告 と同じである｡而 して質問紙法により難聴を自覚する者

が3名27%,他人に注意された事がある者 2名 18%であって,残 り65%は自党していない｡

三滴3'は普通と答えて居る者が経験 5年未満では36%(自動車工場)～33形 (造船工場)と述

べた｡武官 52)は難聴を 自党し訴えた者を助成年数3年未満では被験者の32%,4-5年で44

%,両者を合すると39%になり,その自覚動横は経験年数3年未満で 自覚 し訴えた者の中,

会詩語聴取困難 67%,時計晋聴取困難20%,電話聴取困姓13%に見出され,5年未満も同じ

傾向にあり,全員の過半数が5年以内に自覚 し始めたと述べて屠る｡

著者の例は諸家の報告と同じ傾向にあるが正常者が多い様である｡之は大多数の経験年数が

短い事と,騒音レベル並びに成分の相異によると思われるが,一部長経験者に高度な難聴白兎

の存する所から経験年数の増加に伴い難聴自覚者も増加するものと思われる｡

一方棲準聴力によると 20db以下は90%あ り殆どが正常者である｡之も久成53)が言語了解

城に於て経験5年未満では 15-30db低下した者23%あり, 宮下54)が 15db以下 (正常)

が52.5%,15-30db低下が33.5%にあるのに比すると難聴者が少い｡此所にも長経験者に

高度難聴慶50dbを認める事を併せ考えると前項 と同じ傾向を数値的に他の面から現したもの

と考えるO

然し乍ら質問紙による自覚難聴慶 と純音検査による標準式と平行していない点, それ等と

Audiogram と一致しない理由は,純音検査と言語検査との関係が充分解明されていない現在

は明らかにするのは 困難である｡即ち純音検査 と言語検査 との関係については,Fletcher,

Carhart,Harris,HughsonandThompson,Palva,Goldon,河田,新井及び志井乱 武山55'

の研究があり,武宮52)は難聴感を自党しない者の中に約 30%の聴力障碍者 を認め,AC型,

C-dip型が非常に多い｡難聴を自覚した者の中に正常聴力と思われる Audiogram を示した者

が約20%あり,了解に苦しむと述べ,聴力の訴えと聴力像の両者間に矛眉の存する事を認め,

単なる対比は矛盾を生ずる事は当然の事かも知れないと云う｡小西,藤原,服部も難聴の白党

と Audiometry との矛屑を認めて居るo久保56'は175名の難聴者から甲語聴取距離 と聴力梗

準値とは平行 しないと運べて屠る.

斯の如 く聴力標準値は聴力障樽の早期徴供を表示し得ない欠点を有するO然し乍ら之等の紺

係を絵括すると日常大なる会語障碍を未だ来していない早期に於て純音検査上音響性外傷の徴

を見出し得ると云 う諸家の説を再確認したものであると云える｡

第3節 作菓前後の聴力

蘭って上述の如 く一応正常聴力と見られる群に於て,作業後の聴力損失値より耳栓の効果を

検討した結果を見る｡
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第 1項 作業前値について

作業前値に日々の変動が無 く耳栓の装着群,非装着群も同じ値である事は後述の如き聴力低

下が翌朝迄には快復されて居る事であると云えるO其の上B屋群が推計学的に異質であると認

められる事は前述の如 く環境のみでなく,経験年数の相違を考慮に入れなければならぬ所であ

り,自覚聴覚並びに Audiometryにて中等慶難聴者の居る事によっても理解されるであろう｡

聴党疲労と其快復過程については音響性外傷の手懸 りを待ようとして数多の研究がある5'｡

恩地14)はl)ベット打ちを30分聴取して生じた聴党疲労(C5約 20db)が6-18時間位で医復し

たと云い,服部30'ほ Rine射撃後の聴力型に変化を生じ60時間で70%が常態に復したと報

告 して居るoRuedi等10)は休日で恢復する部分がある｡江崎等5)は動物で130ホンでは5-10

分の曝露で約12時間を要し,曝露時間の延長 と共に快復時間が延長し此騒音の成分周波数に

より快復する周波数の型が異る事を報じて居る｡森岡17)は人体で 90dbの純音曝露1時間に

より低下した聴覚の快復は周波数により異 り1時間前後乃至4-6時間後である事,叉59'純音

90db曝露で1時間後に最大の聴力低下を生じ玖後曝露時間の延長に拘らず概ね一定であるが

曝露時間延長に伴い快復時間が延長する事を認め此所から騒音恕限度を90ホンと述べて居る.

DaviS57',中村58'は聴党疲労の快復過程が複雑である事を報告して居るが,一応負荷停止後の

耳鳴の存否,快復時間と負荷時間の大小を基準 として生理的負荷と病的負荷の境界は負荷時間

が数分乃至数時間の範囲内で 3000cpsに於ては 80db乃至 90dbとしている｡執行29)は右

側に恩地式耳栓を装着し左耳を開放して基盤釘工場内を話しつ 巡ゝ回後に一定位置に居た他の

二人よりも難聴程度が大で,快復に時間を要 したのは個人差も考えねはならぬが話しつ 巡ゝ回

した事により内耳に対する荷重が強い為である｡

原田60)は tbermalnoise125ホン5分間刺戟と純音 100cpslOOdb5分間刺戟とによる疲

労曲線を同一人にとり,正常人10名について換した結果,純音疲労曲線 は最大択矢部 1500

cpsの部で大体 30-35dbで略々一定 して居たが thermalnoiseの場合は全 く個人差が甚し

く,之よりしても騒音による疲労を純音による疲労より推定する事の困姓さを知った｡まして

騒音職場に於ける複雑な条件下の労務者の聴力を単純な純音疲労試験を以て断定する等ほ暴論

に等しいと云えよう｡叉疲労実験に於ては刺戟音が強大であればある程各個人の聴力損失の特

徴は似通って来るのであるが 100db以内の弱い刺戟では個人差が強 く現れて来るし,叉個人

の変動も強くなるものである｡騒音の影響は殆ど同程度の純音よりも弱いもので】従って騒音

の個人差は純音よりも甚しい事は前述の通 りであると云 う｡

新の如 く何れも聴覚疲労は音響性外傷の潜在性要因であると考えられ,その快復状態は音の

強さ,周波数,曝露時間によって異るが衛個人差が甚しい｡

而して騒音の影響は純音或は t.hermalnoiseによる検査成績 とは必 らずLも一致するもの

ではないと原田60)が述べて居る如 く之等の実験成績と著者の成績の差異は音の種類のみでなく

実験条件の相異に基 くものであって同一には論ぜられないであろうが,後述の如き聴覚疲労の

有する尊から音響性外傷の危険が無いとほ云えない｡

依って河田5'が火器爆音に関する人体実験から幅広い疲労曲線の集積に個体差も織 り込まれ

て居るし,其他の要素もある,激しい数時間に亘る強大音響の場に在って等閑に附されないの

は教皇′ト骨筋反射の態勢の紋の山であり谷であろうoそれは人間の長時間に亘る不断の緊張の

不可能をよく物語って居ると述べて居る如 く,ましてや長年の間には年齢 と共に或は疾病,痩

労等により1時的にしても河田5'の云 う如 くトーヌスを高位 に保持出来ない為に受傷性の冗
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l

進,叉は傷害の快復力低下等の繰返 しを考えるならば,B屋作業員の如 ぐ恒久的聴力障碍ほ生

ずるであろう｡

従って著者の例も95ホン前後にて1日作業中曝露している状態を 長年続ければ,硯在短い

経験年数に於ては騒音による聴力疲労が翌日快復 しているけれども,作業前値即ち騒音曝露前

の聴力に異常差を生じて来る危険性がある事を示すものであろう｡之は職薬性難聴発生機転に

関し従来 とは異った観点から論じ得たものと思 う｡箇此点の確認は今後の実験を必要 とするで

あろう｡

第2項 作業後の聴力損失値 と耳栓の効果

近年の音響学的考慮に基いた耳栓について,基礎的実験にて武官‥駁地,岡本,島がその有

効性を論 じて居る尊は緒論に述べた如 くであり,江崎引は耳栓を使用すると英側は中程慶乍ら

聴力損失を来 し,回を重れ 時間を長 くすると非耳栓側との損失差は少くなり快復も不良とな

ると云 う,土肥,原口,Zwislocki,森岡等が防音効果の限界を認めて居る事も前述の通 りで

ある｡

臨床的には次の如 くである｡土肥8'ほ現場騒音下に1時間単純に曝露 して耳栓は可成 り防音

効果の有る事を論じ 武富61'ほ短時間の強振動 との相乗作用に於て観察 し武田62'は数例の火器

発射について数種の耳栓の効果を述べ,鈴木31)は5カ月後に耳栓装着は精 丘聴力低下を防いで

居る様であると報じ,Ogden27-は砲術学校生徒について6週後の聴力を比較 して耳栓の防音効

果を論じ 服部30)は Rifle射撃後の聴力型変化を観察 し耳栓使用者 と非使用者は統計的に見て

本質的差異が無いが無変化型,低調普低下型が多 く,高調普障碍は明らかに減少し,損失聴力

の快復が早い,散に耳栓は聴力障碍を防止 し得ると論じ｡執行29)は右側に恩地式耳栓を装着 し

左側は開放して約 1時間後3人の聴力低下が耳栓側で認めなかった とし,Davis57)も有効性を

述べて居る｡

以上各々耳栓の有効性を認めているが,同-人でも左右耳に感受性の相異が考えられ,1日

作業を課 した後では疲労の問題 とも関連して生体内部からの影響により聴力測定値-の反応延

いては耳栓装着の有無による測定値の差を生ずるや香や疑問の存する所であるQ

之等聴党疲労については前項で詳述 した如 くである｡

か ゝる点から著者の実験は該作業場附属の防音童を利用 し作業 と測定との時間的間隔を有 し

ない測定値により作業前後の聴覚損失値 としてほ約 5dbを得た客,4000cpsに於てほ耳栓装

着により此閥値上昇即ち疲労を防止 し得た事を推計学的に立証 した｡而 して 1000cps,500cps

は遮音試験に於て僅かに防音効果が認められたにも拘 らず,実験例に於て防音効果を認め得な

かった事は,低周波数を比較的通過させる耳栓構造上の問題によるものであろう｡此点につい

ては森岡も基礎的実験23'に於て認めて居るo叉耳栓挿入による骨導の増強が伝音系の正常者に

は 2000cps以下で生ずる事を恩地63'が述べている事に関連すると思われるが, 此間援骨導は

原 口26'の論ずる所によると大体 100ホン以上で始めて有害性が認められると述べている故に,

著者の如 く100ホン以一下では恩地氏現象は除外し得ると思われる0

従って以上の事を総括すれば95ホンの騒音環境に於て1日作業すると翌日迄には快復する

所の約 5dbの聴覚低下が生じ 耳栓は高調音域に於て此現象を防止するが,低調音域は効果

が出なかった｡依って耳栓の効果は100ホン以下の騒音環境に於ても限定されて居ると云える

であろう｡

さて聴覚疲労が感音系難聴に生じ易い寮は耳科臨床上感晋系難聴と伝普系難聴の鑑別診断に
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応用(切替36))され内藤64)は相当の価値があると述べているが,正常耳でも強大騒音で生じる事

は前項に詳述した通 りである｡而して此値が本実験では僅 5dbであったけれども現場騒音95

ホンと云 う事を併せ考えると個々の値に於て大きな聴覚疲労値を見出し得る事は理解されるで

あろう｡叉就職直後の数日間は高度の聴力低下が見られるが,騒音に馴れるに従って聴力損失

は小さくなる事が知られている65)事からも,約1年の経験年数が大多数である事を考えると小

さい数値でも意義は大きいと思われる｡こ にゝ河田5) が1次的聴力低下を繰返す事により恒久

的障碍を招来するものであると推定している如 く,両者の悪循環により音響性外傷は加速度的

に増悪するであろうと仮定すれば,此悪循環を防止すると云 う点から,耳栓の効果に限外があ

っても長期装用は重要な意義を見出し得る｡

而して此限界を補 うものは個体差であって感受性の鈍い者を選定し配属すると云う事が必要

であろう｡

第 4節 絵 括

以上を絵揺すると耳栓は聴力障碍予防に限界を有する故に防音対策は之を以て万金としては

ならない乍らも長期に亘って装用する事は有効な手段の一つである｡一方短時間でも神経症状

から来る疲労問題延いては作業能率に関して種々示唆する所があり,騒音に影響されて生ずる

所謂精神疲労を軽減させ得ると考えられる｡従って聴力のみならず生体の全体的考察の立場か

らも,一種のスT･レッサ-を防禦すると云う点に於て耳栓は有効であると考えられる｡但 し通

信方法 と作業上の危険を予知する方法に関しては別に考慮を要する問題である.理想は騒音の

発生自体を減弱する事である｡

第 5章 結 語

騒音レベル95ホンの某エンジン試験窒従業員に耳科的検索を行い,耳栓を装着させて観察

し次の事を知った｡

1) 耳科神経症的訴えを約半数に認めた｡

2) 耳栓装着により此耳科神経症的訴えの消失を認めたが,一部に会話障碍と作業上危険性

を感じる者があった｡

3) 難聴を自覚する者27%,他人から注意 された事のある者 18%,何等白党しない者55

%であった｡

4) Audiometerにより大多数は正常型であったが高調普障碍の傾向を認め
C2+2C4+C5

4

式により20db以下の者が90%であった｡

5) 之により榛準聴力値が低下しない時期,或は難聴を自覚しない時期に純音検査で音響性

外傷の徴を発見し得るであろうと推測された｡

6) 其正常者について放した処作業後に聴力損失を認め,耳栓装着により特定周波数範囲に

於て之を防止する事,翌日には何等影響を残して居ない事等を推計学的に証明した｡

7) 而して翌日には恢復する聴覚疲労であるけれども,長年の間には聴力障碍を来すであろ

う潜在因子を有すると推定された｡

8) 以上から100ホン以下の騒音禅でも耳栓の防音効果は限界を有するが,神経症的訴えの

消失から疲労問題,能率向上等に効果がある事を示唆する点を考察した｡

潤筆するrL当 り終始御懇篤な御指導 と御校閲を賜 pました恩師谷)rl教授に満腔の謝意を捧げ,併せて種
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々御便宜を与えられ且つ御援助を下 さいました日立製作所多賀工場及び 多賀病院の方々,特に衛生管理者

一青山政輔氏に厚 く御礼申し上げます｡

本論文の要 旨は,第 31回日本産業医学会に蒐表した｡
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